
　拠出金名：国連開発計画 ／東アジア海域環境管理パートナーシップ／PRF運営費    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（英文名称・略称）

邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千ドル） （千　　　）

11,750 125 0
14,125 125 0
14,500 125 0

当該年度の収入 489千米ドル
１位 中国 ※135 ※39.6 当該年度の支出 378千米ドル
２位 日本 125 ※36.6 次年度への繰越 111千米ドル
３位 韓国 81.1 ※23.8
４位
５位

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

平成２０年度
1米ドル =　116円

レート

種　　　別

　所管官庁担当局課名

（注）我が国と各国とは会計年度が異なるため、拠出率については暦年となっている。

当該機関の東アジア海域環境管理プログラム担当官ポストに送り込んでいた邦人が2010年9月で任期を満
了した。現在、国交省職員が後任ポストへの応募を行っている。

 　当該機関重要ポストへの邦人職員送り込みについての具体的な計画

　　　　　　0人 　　　　　　5人

会計検査機関名

国土交通省総合政策局海洋政策課

 　国際機関等名

東アジア海域環境管理パートナーシップ（PEMSEA)

　国連（事務局）　　　　　国連（基金・計画）　　　　　国連専門機関　　　　　その他　　　

　当該機関等に対する我が国としての評価
　（合理化、機能強化のための改革が行われているか，当該機関等の政策に対する我が国の意見の反映度を含む）

 　拠出上位５ヶ国・地域・機関等　（２００９年のもの）

　邦人職員数
　うち幹部以上

　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率

（2009年決算）

　　　　　　0％

 ※中国は手続き上の理由で、拠出が2010年中に実施された。

金額
（千ドル）

国　　　　名
拠出率（注）

（％）

国連開発計画

　　邦人職員が占めている幹部ポスト

環境分野での国際的な取組みに関する行動計画である「アジェンダ２１」では、沿岸域及び海洋環境の総合
管理と持続可能な開発は沿岸国の義務であるとされている。PEMSEAは、海洋・沿岸域の総合的管理を通じ
て、持続可能な開発を東、東南アジア海域において推進することに貢献しており、我が国としてもその活動を
高く評価している。

Partnerships in Environmental Management for the Seas of
East Asia　(PEMSEA)

単   位
ODA率（％）

国際機関等の財政

平成１９年度

　　当該拠出金の目的・用途等

平成２１年度

　最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率

　うち　　0人

1米ドル =　94円
1米ドル =　113円

事務所運営費


